




要約:川崎病における一酸化窒素産生動態を検討するため患児の尿中硝酸塩・亜硝酸塩濃

度をビオプテリン・ネオプテリンとともに経時的に測定した。硝酸塩は第 1週と第 3週に

高値をとる 2蜂性を示した。冠動脈瘤形成例でより高値をとり、一酸化窒素が病態に関連

することが示唆された。川崎病における一酸化窒素の役割の解明は新しい治療法の開発に

つながり重要である。


